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令和3年度第2回流域治水の推進に向けた関係省庁実務者会議

議事次第

1 開会

2 議事

(1) 各省庁の取組状況について

令和4年1月2 7日（木）

15 : 00-16 : 00 

及び各構成員所属場所等

(2) 流域治水対策等の主な支援事業の整理について

(3) その他

3 閉会
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○日時：令和4年3月8日(火)
○場所：ＺＯＯＭウェビナー配信（会場：埼玉県県民健康センター大ホール）
○目的：先進事例の取組の紹介などから「流域治水」について地域住民に

知っていただき、地域住民、各種団体の皆様と一緒に
「何ができるのか」を考えるための基調講演、シンポジウムを開催

○ 基調講演、ディスカッションの主な内容
・流域を知る、地形を知ることは、水災害と向き合うのに重要なこと
・雨の降っていない地域でも流域の降雨、流域の地形により災害は起こってしまう
・避難行動は、雨が降っていない上流域などの状況を確認しておく必要がある
・今ある田んぼを用いて雨を貯めるだけでなく、田んぼからの排水を減らすことで
水害を防ぐことにつながる

・農家の協力なしに田んぼダムは出来ない。
農家のがんばりを地域や下流の人に知ってもらうなど、
流域の住民がつながることが大事 等

流域治水シンポジウム２０２２～協働して水災害対策に取り組もう～の開催

関東地方整備局 河川計画課長（流域治水の紹介）パネルディスカッションの様子（webと対面の併用による開催）

【参加者数】
３２２名（最大同時視聴 ２８９名）
※ CPDF受講証明書交付 ８８名

kt940448
テキストボックス
資料１－３



鬼怒川・小貝川流域治水協議会 上下流交流会 実施報告

○目的：鬼怒川、小貝川の流域治水協議会は、
「鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会」と「鬼怒川・小貝川下流流域協議会」の

上下流に分かれている。
このため、上流、下流の構成員が一堂に会し、流域治水プロジェクトで実施（予定）の

各自治体が実施している施策のご紹介により、他の自治体の参考となり、
流域治水の更なる推進に資するべく実施したもの。

○実施日:令和３年１１月５日（金）
○参加者：関東農政局、栃木県、茨城県、及び流域の１８自治体（２２自治体のうち）
○構 成 ：第 １ 部 ：一級河川 五行川 芳賀遊水地見学 （栃木県）

第 ２ 部 ：会場 真岡市青年女性会館における意見交換等

新型コロナ対策（自動体温測定・消毒機）芳賀遊水地（栃木県の施設）の視察
全体概要の説明

○第1部での主な意見、質問等
・参加自治体より整備にあたり、どのようなところを苦労したのか

→・地元は迷惑施設（水が入る状況を見ると怖い）の認識があり、
地元芳賀町とも協力いただき、遊水地周辺に桜を植樹するなど親水性を持たせる取組を実施。

・芳賀町と栃木県が一体となって調整池整備を進めたことで理解が進んだ。

芳賀遊水地（栃木県の施設）の視察
越流堤統の施設の概要説明
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○第２部での主な意見交換内容
１．宇都宮市における田んぼダム取組説明（宇都宮市）

・「宇都宮市総合治水・雨水対策基本計画（R3.5 策定）」に基づく「貯める対策」の１つとして説明
・田んぼダム研究コンソーシアムを設置。土地改良区や大学との連携、役割について説明
・農家向けの支援策の説明、田んぼダムＰＲ動画の視聴、田んぼダム排水調整マスの展示

２．高根沢町スマート農業説明（高根沢町）
・スマート農業に関する説明、企業との連携やスマート農業実施農家の選定基準などについて説明
・水位センサー、給水ゲート等について、企業連携により提供等の説明

（保険は企業がかけている、農閑期は取り外して倉庫等に保管している等）

３．補助金制度説明（関東農政局）
・多面的機能交付金における水田の雨水貯留機能強化に対する加算措置、
令和4年度予算で概算要求している田んぼダム推進の為の補助金制度の説明

・特に、多面的機能交付金について、目的選定の仕方、田んぼダムの実績面積を拡大していくための
補助金活用の考え方、宇都宮市の補助金との違いについて、意見交換等を実施。

鬼怒川・小貝川流域治水協議会 上下流交流会 実施報告（座学）

宇都宮市による田んぼダムの説明 高根沢町によるスマート農業の説明 関東農政局による支援策の説明

○全体を通して出された意見
・新型コロナ対策を実施しながらの上下流交流会であったが、現地での意見交換は有意義であった。
・上下流交流により、流域治水プロジェクトの具体的な取組が見えてきた。
・今後も関係機関での連携、情報共有を図っていきたい。



○日 時：令和３年８月２５日（水） ※web方式による開催

○内 容：関東地域における広域的な連携による気候変動適応に関して協議を行っている
「気候変動適応関東広域協議会（事務局：関東地方環境事務所）」で流域治水の取組をご紹介

○対象者：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、静岡県
さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、新潟市、静岡市、浜松市
及びに、茨城県、埼玉県、神奈川県、新潟県、静岡県の地域気候変動適応センター等の
環境政策、気候変動担当部局
並びに法政大学、茨城大学の学識経験者

流域治水 関係機関・地域への説明

「流域治水」の取組のご紹介（一例）

kt940448
テキストボックス
資料１－５



〇開催の⽬的・背景
令和元年東⽇本台⾵による甚⼤な被害を受け、阿武隈川流域では、上流地区での遊⽔地群

の計画が進められている。⼀⼈ひとりの取組・理解・協⼒が、同じ流域の⽅々の⼈命・財産
を⽔災害から守ることに繋がるとの考えから、地域間で協⼒し合う相互尊重、流域連携意識
を持ち、災害時に危険を回避するために助け合える信頼関係で結ばれた地域づくりを⽬指す。

〇今後の展望
阿武隈川下流地域の市町村の⽅々に、上流市町村に親しんで頂くと同時に、遊⽔地事業
に対する認識を向上してもらい、流域全体で防災意識を⾼めて参ります。

阿武隈川における市町村連携・交流促進の取り組み

須賀川市
鏡石町

矢吹町 玉川村

福島市 伊達市

軽トラ市@福島駅前（10/31）

阿武隈川上流⾃治体特産品フェア(10/16~10/18)
@道の駅 伊達の郷りょうぜん

《伊達市》・道の駅 伊達の郷りょうぜんで開催された『阿武隈川上流⾃治体特産品フェア』におい
て、施設内の特設販売コーナーにおいて、県南４市町村の特産品や名産品を販売、あ
わせて、阿武隈川緊急治⽔対策プロジェクトを販売コーナーにて紹介。

〇取り組みの概要
《福島市》・『福島駅前 軽トラ市』において、上流３町村（遊⽔地整備予定地の３町村）のスペ

シャルブースを設置し、地産品をＰＲ＆販売するなどの地域間交流を実施。あわせて、
阿武隈川緊急治⽔対策プロジェクトを紹介。
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